
単元の流れ

□ 単元（題材）のねらいの
達成状況の確認
□ 課題がある場合は，確実な習得を図る。
（｢わかった｣｢できた｣の声が聞けるまで）

□ 児童生徒が考える場面と教師が教える
場面の組み立て（学び合いの設定）

□ 個に応じた指導の充実

“「わかった」「できた」の声が聞けるまで！”
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

大隅学力向上リーフレット 令和２年度版

大隅地区「確かな学力の定着」
のための３つの柱

【１ 授業改善の推進】

【２ 「学ぶ姿勢」の育成】

令和
２年
度

【３ 学力向上に関するＰＤＣＡ
サイクルの確立】

単元（題材）づくりベーシック

○ 「リーフレット」

の活用
○ 「よか問」

の活用

○ 「グラフ作成

ソフト」の活用

各学校の
・ 「家庭学習の手引｣

・ 「学習の約束」
（仮名）

□ 単元（題材）の課題の明確化
□ 導入の工夫
・ 教材との出会わせ方
・ 学習の見通し（学習計画）

単元の導入

単元の展開

単元の終末

対象・ 平成31年度（令和元年度）版
・ 令和2年度版

○ 「評価問題」等の
取組

○ 「かごしま学力向
上支援WEBシステ
ム」への入力

○ 「学ぶ姿勢」

（令和2年度版）自校化

○ 「学校全体で
取り組む学力向
上のサイクル」
（「学びの羅針
盤」から）

自校化

各学校の
「学力向上に関する校
内ＰＤＣＡサイクル｣

(仮名）

言語
知識
教具，ICT

対象

児童生徒
問題の解決
→結果

教師
児童生徒

ルール 共同体 活動・分担

主体

参考： 鹿児島大学 原田義則准教授
出典： 京都大学 松下佳代編著『ディープ・ラーニング

大学授業を深化させるために』（2015）

規則，規範
暗黙知

学級，家庭，
地域，社会等

「教え｣と｢学び」
活動分担

さまざまなものを結びつけた振り返りをする
ことで， 深い学びにつながります。

道具

学習者等 学習の構成要素
や媒介物等

下図は，振り返りにより様々なものが結び
つくイメージです。

振り返りは，「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けた授業改善に有効です。

深い 浅い学習活動
ｱﾌ゚ ﾛ ﾁー ｱﾌﾟﾛー ﾁ

振り返る

離れた問題に適用する

仮説を立てる

原理と関連付ける

身近な問題に適用する

説明する

論じる

・

・

・

記述する

言い換える

文章を理解する

名前をあげる

記憶する

（途中省略）

例えば，こ
れらの学習活
動は，やり方
によって深く
もなり浅くも
なる。

振り返りを含めた様々な学習活動は，「学習へのアプ
ローチ」（児童生徒→学習へ）の深さに違いがありま
す。下の表は，その深さを表しています。

引用 平成28年度12月21日 中央教育審議会
「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の
改善及び必要な方策等について(答申)(中教審第197号)補足資料」

出典：京都大学 松下佳代編著『ﾃﾞｨｰﾌﾟ･ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ大学授業を深化
させるために』

学習への深いｱﾌﾟﾛｰﾁと

浅いｱﾌﾟﾛｰﾁの特徴

【 深いｱﾌﾟﾛｰﾁ 】

○ 既習の知識や経験に考え

を関連付けること

○ パターンや原理を探すこと

○ 論理や議論を注意深く，判

判的に検討すること

○ 学びながら成長している

ことを自覚的に理解すること

○ 学習内容に積極的に関心

をもつこと

【 浅いｱﾌﾟﾛｰﾁ 】

○ 事実等を棒暗記し，手続

きをただ実行すること

○ 課題等について価値や意

味をほとんど求めないこと

○ 目的や戦略を反映させず

に勉強すること


